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               令和２年度定期監査の結果報告について 

 

 

 

 下諏訪町監査基準に準拠し、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９ 

 

９条第４項及び下諏訪町監査委員条例（昭和４９年町条例第２１号）第２条の 

 

規定に基づき、令和２年度定期監査を実施したので、その結果を地方自治法  

 

第１９９条第９項の規定により次のとおり報告します。 
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１ 監査の種類 

 

 定期監査 

 

 

２ 監査の対象 

 

  令和２年度の上半期（令和２年４月１日～令和２年９月３０日）分の財務

に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理 

 

 

３ 監査の着眼点 

 

  財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理が法令に適合し、正確

で、最少の経費で最大の効果を挙げるようにし、その組織及び運営の合理化

に努めているかを着眼点とした。 

 

 

４ 監査の実施内容 

 

令和２年度の上半期（４月～９月）における財務に関する事務の執行及び

経営に係る事業の管理状況について、下記の指定資料の提出を求め、諸帳簿・

書類の照合等と併せて関係職員からの説明を受け、質疑応答を交えながら実

施した。 

  また、外部施設に出向き関係職員から説明を受け、現地検証を実施した。 

  さらに、前年度の監査指摘事項に係る措置状況の報告を受け、再確認をし

た。 

 

  ○指定資料 

   ①  職員配置・事務分掌 

  ②  書類目録 

  ③  予算執行状況<歳入・歳出> 

   ④  工事実施状況 

    ⑤  公有財産増減状況（土地及び建物）<取得・処分> 

  ⑥  備品購入・不用決定（所管換）状況 

    ⑦  業務委託状況 

    ⑧  主な行事等の状況 

  ⑨  重点施策の進捗状況 

    ⑩  主な業務概要・事務事業実績 
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  ⑪ 前回監査の状況及び指摘事項の処理状況 

  ⑫ その他 ⑴ 保育園関係 ⑵ 学校関係 ⑶ 水道事業関係 

        ⑷ 下水道事業関係 ⑸ 賄材料費の業者・月別支払額一覧表 

    ⑬  各課添付資料 

 

 

５ 監査実績 

 

                                                               

６ 現地調査実績 

曜日 課  等  名

13 ： 30 ～ 14 ： 30 教育こども課

14 ： 40 ～ 15 ： 30 産業振興課

　月　　日 監　 　査　 　箇　　 所　  等

10 月 30 日 金

　健康ステーション整備工事
　［健康スポーツ施設整備事業］

　ら。shirotori
　［移住定住促進対策事業］

曜日

書類
検査

時間
目安

（分）

聞き
取り

時間
目安

（分）

課     等     名 場　所　等

9 ： 30 ～ 10 ： 40 20 50 北小学校 北小学校

11 ： 00 ～ 11 ： 40 20 20 消防課 消防署

13 ： 30 ～ 16 ： 20 90 80 健康福祉課 第４委員会室

9 ： 00 ～ 10 ： 20 20 60 下諏訪社中学校 下諏訪社中学校

10 ： 30 ～ 11 ： 20 20 20 会計課 第４委員会室

13 ： 00 ～ 16 ： 00 80 100 住民環境課 第４委員会室

9 ： 00 ～ 10 ： 55 60 55 税　務　課 第４委員会室

11 ： 00 ～ 11 ： 30 15 15 議会事務局 第４委員会室

13 ： 30 ～ 15 ： 30

9 ： 00 ～ 10 ： 00 20 40 さくら保育園 さくら保育園

10 ： 15 ～ 12 ： 15 30 90 ハイム天白 ハイム天白

13 ： 30 ～ 16 ： 25 75 100 総務課 第４委員会室

10 ： 00 ～ 15 ： 45 120 135 産業振興課 第４委員会室

10 ： 00 ～ 15 ： 15 120 105 教育こども課 第４委員会室

10 ： 00 ～ 16 ： 30 90 180 建設水道課 第４委員会室
11 月 9 日 月

（午前11時30分から財産区、午後1時30分から一般会計、温泉、上下水道）

11 月 6 日 金
（午前中は書類審査、午後1時30分外部施設の聞き取りから）

11 月 4 日 水
（午前中は書類検査、午後1時30分外部施設の聞き取りから）

11 月 2 日 月

【 現　地　調　査 】

10 月 29 日 木

10 月 30 日 金

月　　日 時　　　　　　間

10 月 28 日 水
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７ 監査の結果 

 

  財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理状況は、全般を通じ、

 その処理状況は適正と認められた。しかし、一部事務処理に検討・改善を要

 する事項が認められたので、次に記述する所見を踏まえて、一層適正な事務

 の執行に努められたい。なお、軽易な事項については、それぞれ口頭での指

 導も併せて行った。 

 

 

８  監査の所見 

 

（１）新型コロナウイルス感染症対策について  
 
 新型コロナウイルス感染症の影響により、行事や事業の延期・中止、感染拡

大防止への取組み、地域経済の活性化対策など、例年とは異なる対応にご苦労

いただいていることに対して感謝する。 

ウィズコロナ時代において、感染拡大防止と社会経済活動の両立を図るため、

今後も国・県の動向に注視しつつ、的確な予算措置により効果的な行政サービ

スが提供されることを期待するとともに、行事や事業についても工夫しながら

可能な限り実施できるよう対応いただきたい。 

 （全課） 

 

（２）予算の執行状況について  
 
 令和２年９月末現在の歳出一覧表に関し、各事業別の執行率が低いものにつ

いて担当課に今後の執行予定を聴取した結果、概ね年度内に支出予定であると

の回答を得たが、新型コロナウイルス感染症の影響により、一部事業について

は未執行となっている。 

 今後の感染状況に注視し、予防対策を講じる中で実施可能な事業については、

的確な予算執行にご尽力いただきたい。 

 （全課） 

 

（３）今後の行財政運営について  
 
 人口減少や高齢化に伴う税収の減少、社会保障費の増加により、今後の財政

状況がさらに厳しさを増すことが予想される。公共施設の老朽化対策や空き家

対策などの町政の課題に対し、これまで以上に創意工夫を凝らした行財政運営

に取り組まれることを期待する。 

 （全課） 
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（４）学校施設管理について  
 
下諏訪北小学校や下諏訪社中学校において、敷地内の樹木が成長し支障をき

たしている事例が散見された。また、社中学校体育館の高所の窓が閉まらない

という不具合も確認された。 

児童、生徒や地域住民の安心安全のためにも、優先順位を付け計画的な整備

に向けた予算措置がされるよう検討いただきたい。 

                            （教育こども課） 

 

（５）文化遺産の活用について  
  
今年度から、博物館を教育委員会から町長部局に所管替えし、産業振興課へ

新たに文化遺産活用係が設置された。文化遺産の観光資源としての活用に大い

に期待するところであり、観光施設と博物館、分館の一体的な取り組みを検討

いただきたい。特に、諏訪湖博物館・赤彦記念館については、施設の老朽化が

懸念されるところではあるが、新たな取り組みに期待している。 

また、星ヶ塔黒曜石原産地遺跡は、縄文時代の黒曜石採掘跡として貴重な遺

跡であり、その存在を広く知ってもらうことも必要であるため、周知の方法に

ついても検討いただきたい。 

                            （産業振興課） 

 

（６）施設の使用料について  
               
「ら。shirotori」のレンタルスペースとしての貸出しについては、「地域住

民等との交流促進及び地域情報の収集と発信の充実を図る」という条例の趣旨

に基づいた活用がされるよう、内容をよく精査したうえで対応していただきた

い。  

また、今後の活用状況を見ながら、有料化についても検討いただきたい。 

                             （産業振興課） 

 

 

９ 令和元年度定期監査結果（所見）と措置状況 

 

職員の有給休暇取得について  

 

各課等の出勤簿を確認したところ、いずれの職場においても有給休暇の取得

率が低いと感じた。業務量の増加により多忙であると察するところではあり、

総務課の聴取の中では、数値化し分析もされているとのことであった。しかし、

平成２８年度の定期監査の所見でも触れられた経過もあり、休暇の管理体制に
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ついての見直し、また、事業を見直すことによって業務量の削減につなげるこ

とも検討願いたい。 

国の働き方改革の方針をもっと重視し、職員の働く環境を改善するためにも、

休暇を取りやすい環境づくりと、休暇の取り方についても工夫が必要である。

また、健康診断とともに実施されているストレスチェック結果についても分析

し、職員の健康管理に活かす対策を検討いただきたい。 

 

～ 措置状況（回答：総務課） ～ 
 
 職員の有給休暇の取得については、「下諏訪町安全衛生委員会」の年次休暇

の取得促進の取組みとして、「プラス１日取得運動」として各職場において職

員がもう１日ずつ年休を取得できるようなルール設定を行う呼びかけと、「管

理監督者による年休取得促進の働きかけ」として、年休届の提出先を課長とし、

部下職員の取得状況のチェックを行っている。また、取得状況を課に提示し、

取得が少ない職員には注意を促し、取得率の向上に努めている。 

 業務量の削減については、今年度先進地視察を予定していたが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響で実施を見送ったため、方法も含めて引き続き検討を進

めてまいりたい。 

 ストレスチェックの分析結果については、前年の結果を５月の課長会で公表

し、課題の共有や、職場及び個人での取組についての呼びかけを行った。また、

心理相談員を変更し、研修会等で紹介しながら、相談しやすい体制を整えてい

る。 

 

 

公共施設管理について  

 

下諏訪中学校や博物館など、経年劣化や設備の旧式化などが散見された。雨

漏りについては、施設の活用に支障をきたしているため、緊急に対処されたい。

また、障がい者等にも配慮した、新しい時代にそった教育環境をより充実させ

るための予算措置の必要があるか検討されたい。 

 

～ 措置状況（回答：教育こども課） ～ 
 
 学校施設は建設以降、大規模改修や耐震改修を行い、施設の維持を図ってい

る。今後も、施設の状況を把握し、児童生徒の安全面を第一とした施設修繕を

実施するとともに、中規模修繕について個別施設計画に盛り込み、計画的に取

り組んでいく。また、設備機器についても、学校運営に支障がいないように緊

急性を要するものを優先に計画的な更新を行っていく。 

 障がいをもつ児童生徒に対しては、令和２年度より支援員増員及び勤務時間

数を増加し、学校に配分した予算で必要な学習教材等の充実を図っている。 


